








要約:

 三歳以降に発見された難聴児や難聴児の保護者に対するアンケートの検討から、難聴に

対する認識不足や健診・医療関係者の対応の仕方など人に関する問題が明らかになった。

難聴発見後の治療教育の成果に関しては、言語能力について高度難聴と中等度難聴で明ら

かな差が見られた。高度難聴については 1歳 6ヵ月児聴覚検診などの整備・充実が必要で

あり、中等度難聴は三歳児聴覚検診における発見の意義が大きいと考えられた。


